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1. 目的 

千葉県山武市に位置する蓮沼海浜公園の水の広場にあるボート

池は流入・流出が極端に少ない閉鎖的水域であり、例年アオコが発

生し、景観の悪化、悪臭の発生などが問題となっている。従来より

水質、プランクトン相の調査がされているが、大型底生生物の調査

は行われていない。そのため、高次捕食者である大型底生生物も含

めた生態系構造を解析することでボート池の環境修復に活用でき

るのではないかと考えられる。また、ボート池では 2015 年 1 月～

3 月までパークゴルフ場の建設により池の埋め立て・海水の流入が

行われた。本研究では、過去のデータと比較しつつ、蓮沼海浜公園

ボード池の底生生物炭素量による生態系構造の解析を行った。 

2. 方法 

2.1  調査地点・時期 

汽水池である蓮沼海浜公園ボート池にて、調査地点を 4 カ所選定し、それらを A 地点～D 地点（図 1）とし

た。調査は季節変化を考慮して A 地点から D 地点を 2019 年 5 月（春季）、8 月（夏季）、11 月（秋季）に調

査を行った。 

2.2 調査方法 

生物採取は、D ネットを用いてキックスイープ法で採取を行った。現地で水深、水温、DO、pH を計測し、

その他の水質項目については研究室に環境水を持ち帰り分析を行った。同時に底質を採取し、研究室にて分析

を行った。 

2.3 室内分析 

採取した水生生物は生物顕微鏡を用いて分類・

同定し、底生生物は Golterman（1969）に記載さ

れている COD 法による測定結果から、厚生労働省

科学審議会議事録に記載されていた過マンガン酸

カリウム消費量の TOC 換算を用いて炭素量の算

出をした。水質の分析項目は、COD、Chl.a、塩化

物イオン、栄養塩類（T- N, NH4- N, NO3-N, NO2-

N, T-P, PO4-P）、底質の分析項目は、pH、強熱減

量（IL）、全硫化物（TS）とした。 

3. 結果 

3.1 各地点における底生生物の種数 

A 地点は春季 2 種、夏季 3 種、秋季 1 種、B 地

点は春季 4 種、夏季 6 種、秋季 3 種、C 地点は春

季 4 種、夏季 5 種、秋季 3 種、D 地点は春季 4 種、

夏季 4 種、秋季 2 種が採取された。 
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図１ 調査地点(蓮沼海浜公園ボート池) 

表 2 底生生物炭素量優占種(2018 年) 

 

表 1 底生生物炭素量優占種（2019 年） 
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3.2 各地点における底生生物の炭素量             表 3 栄養段階別炭素量 

2019 年度調査の炭素量優占種は表 1 のようになり、夏季

では個体数の多いカダヤシが優占種であった。秋季では個体

数が減少したが、カダヤシが半数の地点で優占種となった。 

2018年度調査の炭素量優占種は表 2 のようになり、秋季、

秋季はユスリカ属、夏季はミズムシが優占種としてみられ

た。また、秋季の C地点では個体の大きなアオサナエが優占

種としてみられた。 

3.3 季節ごとの栄養段階別炭素量 

 表 3 より生態転換効率（10 倍則）からみると、すべての季節で生

態系は安定していなかった。春季～秋季の炭素量の合計をボート池

全体の結果とし、ボート池の生態系構造（腐食連鎖）を図 2 に示し

た。二次消費者の値が一次消費者の値よりも高く、歪な形の生態系構

造となった。水質は全体で大きな変化はみられなかった。底質では、

B 地点、D 地点は他の地点と底泥が異なり、また、D 地点では水生

植物がみられたため、IL、TS において低い値を示した。 

4. 考察 

栄養段階別炭素量を 2018 年と比較してみると、一次消

費者の減少がみられる。2018 年は高次捕食者による食圧

が高かったため、一次消費者が捕食され減少したことか

ら、2019年は春季において腐食者が増加した。しかし、夏

季において二次消費者が大きく増加し、腐食者、一次消費

者が減少した。秋季においても腐食者、一次消費者は減少したままであ

った。また、夏季において大型の台風が発生したが、調査結果より直接

的な台風の影響は見られなかった。過去のデータと比較すると高次捕食

者の減少傾向より、今後魚類などが増加した状態が持続されると予想さ

れ、動物プランクトンの消費量が増加し、植物プランクトンの消費量が減少するため、アオコによる問題がよ

り危惧される。よって、高次捕食者の現存量を人為的に変化させ、生態系の安定を図るトップダウンによるバ

イオマニピュレーションが有効であると考えられる。また、池の埋め立てによる生息場の減少により、種数が

年々減少し多様性が失われてきている。沈水植物を植栽し、生息場となる水生植物帯を創出することで、生物

個体数や種数の増加につなぐことができる。これらの方法で、現在確認されている魚類をアオコ発生以前の個

体数にまで戻すことが、環境修復になると考えられる。 

5. まとめ 

(1)底生生物はボート池全体でみると春季 6種、夏季 7 種、秋季 3種が採取され、個体数優占種は春季、秋季

では Chironomus sp.であり、夏季では Corixidae sp.であった。 

(2)蓮沼における近年の種数の減少の要因として、水質の影響だけではなく植生の影響も考えられた。 

(3)上位捕食者であるミシシッピアカミミガメ（Trachemys scripta elegans）やアメリカザリガニ

（Procambarus clarkii）などの外来種が多く生息しており、被食者への食圧や水生植物への食害など生態

系全体に影響を及ぼしていると考えられた。 

(4)生物炭素量の結果より、蓮沼海浜公園ボート池ではトップダウンのバイオマニピュレーションと沈水植物

を植栽し、生物の生息場を増加させることが環境修復の方法として有効であると考えられた。 
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図２ ボート池の生態系構造(腐食連鎖) 

表 5 底質データ（平均値） 

表 4 春季・夏季・秋季の水質データ（平均値） 
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